
前
田：

向
井
元
升
著
『
庖
厨
備
用
和
名
本
草
』
中
の
方
言
リ
ス
ト

一

は
じ
め
に

『
庖
厨
備
用
和
名
本
草
』
は
医
食
同
源
に
基
づ
い
て
、
食
品
に
関
す
る
知
識

を
記
述
し
た
本
草
書
で
あ
る
。
中
に
は
、
現
代
で
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
方
言

語
彙
が
見
ら
れ
、
近
世
長
崎
の
方
言
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

同
書
の
方
言
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、『
物
類
称
呼
』と
対
照
さ
せ
る
と
と
も
に
、

現
代
語
の
方
言
と
し
て
ど
の
地
域
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
注
記
し
た
。
各
語

の
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
。

著
者
に
つ
い
て

著
者
の
向
井
元
升（
以
下
、
元
升
と
称
す
る
）の
来
歴
と
述
作
に
関
し
て
は
、

若
木
太
一
氏
「
向
井
元
升
著
述
考
―
東
西
文
化
の
接
触
―
」
に
詳
し
い
。
元
升

は
、
慶
長
一
四
（
一
六
〇
九
）
年
に
現
在
の
佐
賀
県
神
崎
市
に
生
ま
れ
、
九
歳

か
ら
五
〇
歳
ま
で
を
長
崎
で
過
ご
し
、
長
崎
市
中
に
中
島
聖
堂
や
私
塾
「
向
井

社
学
輔
仁
堂
」
を
開
設
す
る
な
ど
、
四
〇
年
余
り
に
わ
た
っ
て
長
崎
の
学
問
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
儒
学
者
で
あ
る
。
著
述
活
動
も
盛
ん
で
、
本
書
『
庖

厨
備
用
和
名
本
草
』
一
三
巻
（
一
六
七
二
）
以
外
に
、『
紅
毛
流
外
科
秘
要
』

七
巻
（
一
六
五
四
）、『
知
耻
篇
』
三
巻
（
一
六
五
五
）、『
乾
坤
弁
説
』
四
巻
（
一

六
五
六
）
な
ど
が
あ
る
。
松
尾
芭
蕉
の
弟
子
向
井
去
来
の
父
と
し
て
も
知
ら
れ

る
。資

料
に
つ
い
て

『
庖
厨
備
用
和
名
本
草
』は
大
本
一
三
巻
一
三
冊
、
寛
文
一
一
年（
一
六
七
二
）

序
で
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
書
林
、
小
野
善
兵
衛
・
梶
川
儀
兵
衛
か
ら

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
成
立
事
情
は
自
序
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
加
賀
藩
の
前
田
綱
紀
公
は
体
が
弱
か
っ
た
た
め
に
老
臣
達
が
食
事
の

栄
養
面
を
心
配
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

向
井
元
升
著
『
庖
厨
備
用
和
名
本
草
』
中
の
方
言
リ
ス
ト

前
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二

老
臣
前
田
対
州
孝
貞
欲
辨
食
物
良
毒
、
為
一
篇
、
備
之
庖
厨
、
以
使
膳
夫

無
調

之
失
。
遂
投
書
需
之
。（
中
略
）
於
是
取
東
垣
先
生
食
物
本
草
略

譯
之
、
以
時
珍
先
生
綱
目
助
之
。
其
倭
名
主
源
氏
倭
名
鈔
助
以
林
氏
多
識

篇
。
謹
附
臆
説
以
為
俗
觧
。
書
考
十
有
巻
題
曰
庖
厨
備
用
倭
名
本
草
。

と
あ
る
よ
う
に
、
前
田
孝
貞
が
、
料
理
人
が
調
理
の
際
に
過
失
を
犯
さ
な
い
よ

う
に
、
食
物
の
良
毒
を
弁
じ
た
書
物
を
厨
房
に
備
え
た
い
と
欲
し
、
そ
の
執
筆

を
元
升
に
手
紙
で
頼
ん
だ
。
そ
こ
で
元
升
が
こ
れ
に
応
じ
、
中
国
の
医
者
で
あ

る
李
東
垣
（
一
一
八
〇
〜
一
二
五
〇
）
の
食
物
本
草
を
訳
し
、
李
時
珍
（
一
五

一
八
〜
一
五
九
三
）
の
『
本
草
綱
目
』
で
内
容
を
補
っ
た
と
あ
る
。
各
項
目
の

日
本
名
に
つ
い
て
は
、
主
に
源
順
（
九
一
一
〜
九
八
三
）
の
『
倭
名
類
聚
抄
』

を
参
照
し
、
林
羅
山
（
一
五
八
三
〜
一
六
五
七
）
の
『
多
識
篇
』
で
補
い
な
が

ら
元
升
自
身
の
考
察
を
加
え
て
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的

『
庖
厨
備
用
倭
名
本
草
』（
以
下
、『
庖
厨
』
と
略
す
）
は
食
品
の
本
草
書
で

あ
る
が
、
そ
の
食
品
名
に
は
共
通
語
と
共
に
、
異
称
（
特
に
地
方
で
の
名
称
）

を
注
記
し
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
意
図
は
、
植
物
や
魚
類
に
は
多
種
多
様
な
類

似
の
も
の
が
あ
る
上
に
名
称
も
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
混
乱
を
避
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
言
語
研
究
の
立
場
で
見
る
と
、
そ
こ
に
方

言
資
料
と
し
て
の
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
長
崎
の
方
言
辞
典
は
各
種

出
版
さ
れ
て
お
り
、
概
念
的
な
語
や
文
法
形
式
に
関
し
て
は
よ
く
載
っ
て
い
る

一
方
で
、
動
物
や
植
物
の
異
称
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な

い
場
合
が
多
い
。ま
た
、そ
れ
が
近
世
期
の
も
の
と
な
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
本
書
に
見
ら
れ
る
マ
ク
チ
は
ボ
ラ
を
指
す
と
あ
る
が
、『
長
崎
県
方
言

大
辞
典
』
に
も
見
え
ず
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
も
現
代
語
と
し
て
の
掲
載

が
な
い
。
し
か
し
、『
物
類
称
呼
』
や
『
日
葡
辞
書
』
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、『
グ
ラ
バ
ー
図
譜
』
に
は
精
密
な
絵

と
と
も
に
方
言
と
し
て
マ
ク
チ
の
語
形
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
書

か
ら
は
現
代
失
わ
れ
た
近
世
初
期
の
長
崎
方
言
を
知
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、未
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

ま
ず
は
そ
の
語
形
を
書
き
出
し
て
お
く
事
も
意
義
が
あ
る
と
考
え
た
。
本
書
の

各
項
目
に
は
本
草
学
的
な
詳
細
な
解
説
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
、
方
言
形

の
名
称
と
、
簡
単
な
必
要
最
小
限
の
説
明
の
み
抜
粋
し
た
。

本
書
は
全
巻
を
通
じ
て
、元
升
自
身
の
考
察
部
分
を
示
す
箇
所
に
は
必
ず「
元

升
曰
」
と
あ
り
、
方
言
形
は
「
西
国
」「
長
崎
」
な
ど
の
地
域
名
を
記
し
た
後

に
示
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
記
述
を
抜
粋
し
、
そ
れ
と
と
も

に
近
世
の
方
言
書
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
『
物
類
称
呼
』、
さ
ら
に
『
日

本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
中
の
方
言
の
記
述
を
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
近
世

に
お
け
る
方
言
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
、
現
代
ま
で
の
地
域
的
な
広
が
り
を
追

う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
次
の
凡
例
の
通
り
で
あ
る
。

凡
例

㈠

元
升
の
示
す
地
域
に
沿
っ
て
「
長
崎
」、「
肥
前
」、「
筑
前
」、「
西
国
」、

元
升
の
注
記
は
な
い
が
『
物
類
称
呼
』
で
指
摘
の
あ
る
語
、
外
国
語
由
来

の
語
の
六
つ
に
分
類
し
、
各
語
と
も
そ
れ
ぞ
れ
五
十
音
順
に
示
し
た
。

㈡

各
語
の
見
出
し
は
【

】
内
に
発
音
を
カ
タ
カ
ナ
表
記
、「

」
内
に
本

書
の
語
彙
表
記
を
示
し
た
。
そ
の
後
に
語
の
説
明
、（
引
用
箇
所
）
を
記

し
た
。

㈢

『
庖
厨
』
の
掲
載
語
は
漢
字
の
左
右
に
カ
タ
カ
ナ
の
読
み
が
記
さ
れ
て
い

る
。
本
稿
で
は
右
か
ら
順
に
挙
げ
、
／
で
区
切
る
。
例
：
「
サ
ン
ツ
／
蠶



前
田：

向
井
元
升
著
『
庖
厨
備
用
和
名
本
草
』
中
の
方
言
リ
ス
ト

三

豆
／
ソ
ラ
マ
メ
／
ナ
ツ
マ
メ
」。
資
料
で
は
次
の
通
り
：

㈣

『
物
類
称
呼
』
に
記
載
が
あ
る
場
合
に
は
（
物
類
）
と
し
て
、
該
当
箇
所

を
抜
粋
し
、
版
本
の
引
用
箇
所
を
示
し
た
。

㈤
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』に
方
言
の
記
載
が
あ
る
場
合
に
は（
現
代
）

と
し
て
、
使
用
地
域
を
挙
げ
た
。
項
目
の
み
あ
っ
て
方
言
注
記
が
無
い
場

合
に
は
、「
共
通
語
」
と
注
記
し
た
。

㈥

（
古
賀
）
は
古
賀
十
二
郎
『
長
崎
市
史
風
俗
編
』
の
記
述
、（
古
賀
２
）

は
同
氏
『
外
来
語
集
覧
』（
長
崎
文
献
社
）
の
記
述
で
あ
る
。

㈦

特
に
注
記
が
必
要
と
思
わ
れ
た
場
合
に
＊
の
後
に
記
述
し
た
。

㈧

本
文
中
の
傍
線
は
関
係
箇
所
に
つ
い
て
、
前
田
が
私
に
施
し
た
。

㈨

本
書
の
見
出
し
で
活
字
が
な
い
場
合
は
、
便
宜
上
、
部
首
に
分
け
て
「
土

+

從
」
の
よ
う
に
表
記
し
、
文
字
の
画
像
は
巻
末
に
注
と
し
て
挙
げ
た
。

以
下
、
本
書
記
載
の
地
域
別
に
分
け
て
五
十
音
順
に
方
言
語
形
を
列
挙
す

る
。

〈
長
崎
に
お
け
る
名
称
を
示
し
た
も
の
〉

【
キ
ン
マ
】「
キ
ヨ
シ
ヤ
ウ
／
蒟
醤
／
キ
ン
マ
」

・
・
○
元
升
曰
此
ノ
説
ヲ

シ
ャ
ム

ミ
レ
ハ
蒟
醤
ハ
其
ノ
實
ヲ
イ
ヒ
浮
留
藤
ハ
其
ノ
苗
ヲ
云
昔
シ
暹
羅

カ
ン
ホ
チ
ャ
カ
ウ
チ
ナ
ン
ハ
ン

サ
キ

柬
埔
寨
交
趾
南
蛮
諸
国
ノ
人
長
崎
ニ
来
ル
時
キ
ン
マ
ト
云
モ
ノ
ヲ

食
セ
リ
蛮
語
ニ
ハ
ヘ
イ
テ
レ
ト
云
（
巻
五
・
二
七
ウ
）

（
現
代
）
共
通
語

【
キ
タ
ゴ
】「
レ
イ
キ
ヨ
／
鱧
魚
／
キ
タ
ゴ
」
・
・
・
○
元
升
曰
此
説
ヲ
ミ
レ

ハ
鱧
ハ
ハ
ム
ニ
非
ス
・
・
・
長
崎
海
中
ニ
キ
タ
ゴ
ト
云
魚
ア
リ
其

形
イ
ロ
ア
ヒ
マ
ダ
ラ
文
ア
リ
テ
本
草
ニ
載
タ
ル
鱧
魚
ノ
説
ノ
如

シ
。
キ
タ
ナ
ク
。
ミ
グ
ル
シ
ク
。
ヲ
ソ
ロ
シ
ク
。
ニ
ク
カ
ル
ベ
キ

ミ
ン

ナ
リ
ア
ヒ
也
日
本
人
ハ
食
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
大
明
ノ
南
人
ハ
是
ヲ
珍

物
ト
セ
リ
・
・
・
（
巻
八
・
二
一
ウ
）

（
現
代
）
掲
載
な
し

（
１
）

【
サ
ン
コ
ヘ
イ
】「
シ
ャ
ボ
ク
メ
ン
／
く
さ
か
ん
む
り
＋
紗

木

眄
／
サ
ン

コ
ヘ
イ
」
○
元
升
曰
・
・
異
国
ヨ
リ
毎
年
来
ル
サ
ン
コ
ヘ
イ
ナ
ル

ヘ
キ
カ
余
長
崎
ニ
住
セ
シ
時
唐
人
ニ
サ
ン
コ
ヘ
イ
ノ
文
字
ヲ
問
ヘ

ハ
西
番
米
ト
書
キ
或
ハ
西
国
米
ト
書
タ
リ
」（
巻
七
・
七
オ
）

＊
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
さ
い
こ
く
ま
い
（
西
国
米
）
の
掲
載
は

あ
る
。

【
シ
ロ
ウ
オ
】「
ギ
ン
キ
ヨ
／
銀
魚
」
・
・
○
元
升
曰
白
ウ
ヲ
ニ
此
類
ア
リ

長
崎
ニ
ハ
臘
月
正
月
に
此
ノ
魚
ア
リ

シ
ロ
ウ
ヲ
ト
云
・
・
（
巻

八
・
一
九
オ
）

（
物
類
）
麪
条
魚
〈
略
〉
筑
紫
に
て
、
し
ろ
う
を
と
呼
〈
略
〉
江
戸

に
云
白
魚
よ
り
小
也

【
ナ
ン
キ
ン
コ
シ
ョ
ウ
】「
番
椒
」

・
・
○
元
升
曰
、
番
椒
ハ
西
国
俗
ニ
云

フ
ナ
ン
バ
ン
ゴ
セ
ウ
ナ
ル
ベ
シ
京
関
東
ニ
テ
タ
ウ
ガ
ラ
シ
ト
云

ナ
ン
キ
ン

フ
・
・
・
近
年
南
京
ヨ
リ
長
崎
ニ
一
種
キ
タ
ル
俗
ニ
南
京
コ
セ
ウ

ト
云
フ

（
巻
一
二
・
二
一
オ
）
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（
現
代
）
ナ
ン
バ
ン
コ
シ
ョ
ウ
が
岐
阜
に
あ
り
。

【
ナ
ン
バ
ン
ガ
キ
】「
ム
ク
ワ
ク
ワ
／
無
花
果
／
イ
チ
シ
ク
」
・
・
○
元
升
ノ

曰
長
崎
ニ
此
ノ
果
ア
リ
俗
ニ
ナ
ン
ハ
ン
カ
キ
ト
云
（
巻
七
・
四

オ
）

（
現
代
）
香
川
、
熊
本

以
上
は
、「
長
崎
に
あ
り
」
と
い
う
記
述
の
あ
る
語
で
あ
る
が
、
現
代
で
は

ほ
と
ん
ど
長
崎
方
言
と
と
し
て
の
掲
載
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
ナ

ン
バ
ン
ガ
キ
だ
け
は
近
県
に
方
言
と
し
て
生
き
て
い
た
。

〈
肥
前
に
お
け
る
名
称
を
示
し
た
も
の
〉

【
ア
コ
ヤ
】「
シ
ヤ
カ
ウ
／
車
螯
」

多
識
篇
オ
ホ
ハ
マ
グ
リ
○
元
升
曰
此
ノ

カ
ヒ
未
ダ
コ
レ
ヲ
見
ズ
本
草
ノ
註
ニ
ア
ル
ヒ
ハ
タ
マ
ヲ
生
ス
ト
イ

ウ
チ
ウ
ミ

シ
ン
ジ
ュ

ヘ
リ
肥
前
大
村
ノ
内
海
ニ
ア
コ
ヤ
ト
イ
フ
カ
ヒ
ア
リ
ヨ
ク
真
珠
ヲ

生
ス
・
・
・
（
巻
九
・
一
八
）

（
現
代
）
共
通
語

【
エ
ツ
】「
セ
イ
キ
ヨ
／

魚
／
ヱ
ツ
」
・
・
多
識
篇
ニ
タ
チ
ウ
ヲ
・
・
・
○

テ
ラ
エ

元
升
曰
肥
前
ノ
寺
江
ニ
ヱ
ツ
ト
云
魚
ア
リ
形
本
草
ニ
出
タ
ル
如
シ

（
巻
八
・
七
オ
）

（
現
代
）
掲
載
な
し

＊
本
草
綱
目
に
は
筑
後
柳
川
と
肥
前
寺
江
に
あ
り
と
あ
る
。

【
カ
ブ
ナ
】「
ラ
マ
／
蘿

／
カ
ブ
ナ
」
・
・
○
元
升
曰
此
註
ヲ
ミ
レ
ハ
蘿

ヒ
セ
ン

ハ
肥
前
ノ
山
野
人
ノ
カ
フ
ナ
ト
云
モ
ノ
ナ
リ
（
巻
五
・
一
七
ウ
）

（
現
代
）
新
潟
、
広
島
、
福
岡
、
長
崎
、
大
分

【
カ
レ
イ
】「
ヒ
モ
ク
ギ
ョ
／
比
目
魚
／
カ
レ
イ
」

倭
名
鈔
ニ
比
目
魚
ナ
シ

ア
テ
イ
キ
ヨ

多
識
篇
ニ
和
名
ナ
シ

考
本
草
一
名

魚
一
名
鞋
底
魚
海
中
ニ
生

ス
ナ
リ

ア
ヒ
牛

ノ
如
シ
細
鱗
紫
白
色
其
半
辺
ハ
平
ニ
シ
テ
鱗

ナ
シ

口
ハ
顎
下
ニ
ア
リ
〇
元
升
曰
此
説
ヲ
ミ
レ
バ
カ
レ
イ
也
鞋

底
魚
ト
イ
ヘ
ル
ハ
肥
前
ノ
俗
ニ
カ
レ
イ
ノ
ホ
ソ
キ
ヲ
ク
ツ
ゾ
コ
ト

云
ニ
同
シ
世
俗
ニ
イ
シ
ガ
レ
イ
ト
云
類
也
倭
名
鈔
ニ
王
餘
魚
ヲ
カ

レ
イ
ト
云
ハ
非
也
（
巻
八
・
三
〇
ウ
）

（
物
類
）
か
れ
い
。
ひ
ら
め
○
畿
内
西
国
と
も
に
◦
か
れ
い
と
称

す
・
・
・
（
巻
二
・
一
〇
ウ
）

（
現
代
）
新
潟
、
静
岡
、
上
方
、
広
島
、
山
口
、
大
分
、（
福
岡
で

は
カ
リ
イ
）

【
ク
ツ
ゾ
コ
】「
ヒ
モ
ク
キ
ヨ
／
比
目
魚
／
カ
レ
イ
」
・
・
・
元
升
曰
此
説
ヲ

ミ
レ
バ
カ
レ
イ
也
鞋
底
魚
ト
イ
ヘ
ル
ハ
肥
前
ノ
俗
ニ
カ
レ
イ
ノ
ホ

ソ
キ
ヲ
ク
ツ
ゾ
コ
ト
云
ニ
同
シ
世
俗
ニ
イ
シ
ガ
レ
イ
ト
云
類

也
・
・
・
（
巻
八
・
三
〇
ウ
）

（
現
代
）
熊
本
（
佐
賀
で
は
ク
チ
ゾ
コ
）

【
マ
ク
チ
】「
鯔
魚
／
ナ
ヨ
シ
」
倭
名
鈔
ニ
ナ
ヨ
シ
多
識
篇
ニ
同
シ
神
代
ノ
巻

ヒ
ラ

ド
ロ

ニ
ク
チ
メ

考
本
草
身
圓
カ
ニ
頭
扁
メ
ニ
ヨ
ク
泥
ヲ
食
ス

鱗
ニ

黒
斑
点
（
ク
ロ
マ
ダ
ラ
ノ
ホ
シ
）
ア
リ
腹
ニ
黄
脂
満
リ
味
美
ナ
リ

云
々

○
元
升
曰
ナ
ヨ
シ
ハ
其
類
多
シ
俗
ニ
ボ
ラ
ト
云
イ
セ
鯉
ト



前
田：

向
井
元
升
著
『
庖
厨
備
用
和
名
本
草
』
中
の
方
言
リ
ス
ト

五

云

肥
前
ニ
テ
マ
ク
チ
ト
云
又
シ
ク
チ
ト
云
ア
リ
（
巻
八
・
四

オ
）

（
物
類
）
な
よ
し

◦
な
よ
し
◦
ぼ
ら
◦
伊
勢
ご
い

長
崎
に
◦
ま

く
ち
と
云
（
巻
二
・
一
〇
オ
）

（
現
代
）
共
通
語

＊
日
葡
辞
書
〔
１
６
０
３
〜
０
４
〕「M

acuchi

（
マ
ク
チ
）〈
訳
〉

魚
。
ぼ
ら
」

ア
コ
ヤ
は
現
代
で
は
方
言
と
は
い
え
な
い
が
、
カ
ブ
ナ
、
カ
レ
イ
、
ク
ツ
ゾ

コ
、
マ
ク
チ
は
西
日
本
内
に
偏
っ
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
。

〈
筑
前
に
お
け
る
名
称
を
示
し
た
も
の
〉（

２
）

【
キ
ン
タ
ケ
】「
ケ
イ
シ
ウ
／
鶏

土
＋
從
」
和
名
鈔
ニ
鶏
土
＋
從
ナ
シ
多
識

篇
に
和
名
ナ
シ
考
本
草
一
名
鶏
菌
其
ノ
味
ニ
ワ
ト
リ
ニ
似
タ
リ
故

キ
ン
タ
ケ

ニ
名
ツ
ク
・
・
・
○
元
升
曰
筑
前
ニ
金
蕈
ト
云
ア
リ
（
巻
五
・
九

オ
）

（
現
代
）
鹿
児
島

【
セ
ッ
カ
】「
ボ
レ
イ
／
牡
蠣
／
カ
キ
」
・
・
大
キ
ナ
ル
ア
リ
小
サ
キ
ア

リ
・
・
・
肥
前
筑
後
ノ
海
中
ニ
ア
リ
土
人
ス
ベ
テ
カ
キ
ト

云
・
・
・
又
俗
ニ
石
花
ト
云
フ

（
巻
九
・
一
一
ウ
）

（
現
代
）
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
宮
崎

【
ハ
ク
ラ
】「
ロ
キ
ヨ
／
鱸
魚
／
ス
ヽ
キ
」
・
・
○
元
升
曰
・
・
・
本
草
ノ
註

ウ
タ
ガ
ヒ

ノ
如
キ
ハ
疑
ナ
ク
ス
ヾ
キ
也
…
筑
後
柳
川
ノ
入
江
ノ
海
ザ
カ
ヒ

ニ
。
ハ
ク
ラ
ト
云
魚
ア
リ
（
巻
八
・
一
〇
ウ
）

（
現
代
）
福
岡
、
佐
賀
、
熊
本

「
筑
前
」
と
い
う
記
述
は
三
語
に
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
現
代
で
も
九

州
内
で
使
用
さ
れ
る
方
言
で
あ
っ
た
。

〈
西
国
に
お
け
る
名
称
を
示
し
た
も
の
〉

【
ア
オ
サ
】「
カ
ン
タ
イ
／
乾
苔
／
ア
ヲ
ノ
リ
」

○
又
西
国
海
中
ニ
ア
ヲ
サ

ト
云
苔
ア
リ
（
巻
四
･
三
五
オ
）

（
現
代
）
三
重
、
山
口
、
香
川
、
沖
縄

【
ア
ザ
ミ
】「
タ
イ
ケ
イ

セ
ウ
ケ
イ
／
大
薊

小
薊
／
オ
オ
ア
ザ
ミ

ア
ザ

ミ
」
○
元
升
曰
西
国
俗
ニ
大
薊
ヲ
オ
ニ
ア
サ
ミ
小
薊
ヲ
ア
サ
ミ
ト

云
・
・
（
巻
五
・
一
六
ウ
）

（
現
代
）
ア
ザ
ミ
、
オ
ニ
ア
ザ
ミ
と
も
に
共
通
語

【
ア
シ
ク
ダ
チ
】「
フ
ク
ボ
ン
シ
／
覆
盆
子
／
マ
イ
チ
ゴ
」

○
元
升
曰
右
ノ

説
ヲ
ミ
レ
ハ
蓬

ハ
ア
シ
ク
タ
チ
覆
盆
子
ハ
マ
イ
チ
コ

ハ
ク
サ

イ
チ
コ
、
懸
釣
子
ハ
木
イ
チ
コ
蛇
苺
ハ
ク
チ
ナ
ワ
イ
チ
ゴ
此
五
種

ノ
和
名
ヲ
西
国
俗
ニ
イ
ヘ
リ
（
巻
七
・
一
三
オ
）

（
現
代
）
ア
シ
ク
ダ
チ
は
掲
載
な
し

＊
あ
し
く
だ
し
（
大
和
本
草

に
ア
シ
ク
ダ
シ
（
西
国
方
言
））
と
あ
る
。

【
ウ
バ
ガ
イ
】「
ガ
フ
リ
／
蛤
蜊
／
ウ
ワ
カ
ヒ
」

○
元
升
曰
此
ノ
カ
ヒ
ハ
西

国
ノ
海
浜
沙
中
ニ
ア
ル
ウ
ハ
カ
ヒ
ナ
ル
ヘ
シ
ウ
バ
ガ
ヒ
ノ
ナ
リ
ハ



長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
八
十
六
号
（
二
〇
二
〇
）

六

蜆
ノ
如
ク
ニ
テ
大
キ
ナ
リ
…
（
巻
九
・
一
七
オ
）

（
現
代
）
共
通
語

【
カ
ニ
ュ
ウ
】「
ヱ
イ
イ
ク
／

／
カ
ニ
フ
」

○
元
升
曰
此
註
ヲ
ミ
レ
ハ

西
国
ニ
テ
カ
ニ
フ
ト
イ
ヘ
ル
モ
ノ
ナ
リ
山
野
ニ
生
ス
・
・
・
野
葡

萄
ト
モ
イ
ヘ
リ
（
巻
七
・
一
一
ウ
）

（
現
代
）
沖
縄
宮
古
に
ジ
ャ
ン
カ
ニ
ュ
ー
（
丸
葉
グ
ミ
）

【
キ
イ
チ
ゴ
】「
フ
ク
ボ
ン
シ
／
覆
盆
子
／
マ
イ
チ
ゴ
」

○
元
升
曰
右
ノ
説

ヲ
ミ
レ
ハ
蓬

ハ
ア
シ
ク
タ
チ
覆
盆
子
ハ
マ
イ
チ
コ

ハ
ク
サ
イ

チ
コ
、
懸
釣
子
ハ
木
イ
チ
コ
蛇
苺
ハ
ク
チ
ナ
ワ
イ
チ
ゴ
此
五
種
ノ

和
名
ヲ
西
国
俗
ニ
イ
ヘ
リ
（
巻
七
・
一
三
オ
）

（
現
代
）
長
野
、
山
形

【
ク
サ
イ
チ
ゴ
】「
フ
ク
ボ
ン
シ
／
覆
盆
子
／
マ
イ
チ
ゴ
」

○
元
升
曰
右
ノ

説
ヲ
ミ
レ
ハ
蓬

ハ
ア
シ
ク
タ
チ
覆
盆
子
ハ
マ
イ
チ
コ

ハ
ク
サ

イ
チ
コ
、
懸
釣
子
ハ
木
イ
チ
コ
蛇
苺
ハ
ク
チ
ナ
ワ
イ
チ
ゴ
此
五
種

ノ
和
名
ヲ
西
国
俗
ニ
イ
ヘ
リ
（
巻
七
・
一
三
オ
）

（
現
代
）
山
形
、
岡
山

【
ク
チ
ナ
ワ
イ
チ
ゴ
】「
フ
ク
ボ
ン
シ
／
覆
盆
子
／
マ
イ
チ
ゴ
」

○
元
升
曰

右
ノ
説
ヲ
ミ
レ
ハ
蓬

ハ
ア
シ
ク
タ
チ
覆
盆
子
ハ
マ
イ
チ
コ

ハ

ク
サ
イ
チ
コ
、
懸
釣
子
ハ
木
イ
チ
コ
蛇
苺
ハ
ク
チ
ナ
ワ
イ
チ
ゴ
此

五
種
ノ
和
名
ヲ
西
国
俗
ニ
イ
ヘ
リ
（
巻
七
・
一
三
オ
）

（
物
類
）
ク
チ
ナ
ワ
イ
チ
ゴ

（
現
代
）
京
都
、
和
歌
山
、
島
根
、
岡
山
、
熊
本
、
長
崎

（
３
）

【
ギ
ギ
ュ
ウ
】「
ア
ウ
シ
／
魚
＋
央
＋
皿

絲

魚
」
○
元
升
曰
此
魚
ギ
ヾ
ト

云
ヘ
キ
カ
西
国
俗
ニ
ギ
ヾ
ウ
ト
云
…
（
巻
八
・
二
一
オ
）

（
現
代
）
群
馬
、
埼
玉
、
広
島
、
福
岡
、
熊
本

【
コ
キ
ビ
】「
シ
ヨ
ク
／
稷
米
／
キ
ビ
／
コ
キ
ビ
）

○
元
升
曰
西
国
ニ
テ
コ

キ
ビ
ト
云

（
巻
二
・
六
オ
）

（
現
代
）
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
長
野
、
岐
阜
、
兵
庫
、
奈
良
、
鳥

取
、
島
根
、
山
口
、
高
知
、
徳
島
、
愛
媛
、
香
川
、
福
岡
、

長
崎
、
熊
本
、
大
分
、
鹿
児
島

【
コ
モ
】「
セ
キ
シ
ユ
ン
／
石
蓴
／
コ
モ
」

○
元
升
曰
西
国
ニ
コ
モ
ト
云
海

ヤ
ウ

草
ア
リ
ソ
ノ
様
本
草
ノ
説
ノ
ゴ
ト
シ
（
巻
四
・
二
八
ウ
）

（
現
代
）
共
通
語

福
島
ゴ
モ
が
み
え
る
。

【
サ
サ
グ
リ
】「
リ
ツ
／
栗
／
ク
リ
」

○
元
升
ノ
曰
西
国
俗
に
サ
ヽ
ク
リ
ト

云
小
小
栗
ト
カ
ケ
リ
」（
巻
六
・
七
ウ
）

（
現
代
）
熊
本
県
玉
名
市

【
シ
カ
】「
ト
ク
ク
ワ
ツ
／
独
活
／
ウ
ト
」
和
名
抄
ニ
ウ
ド
一
云
ツ
チ
タ
ラ
多

ケ

識
篇
オ
ナ
ジ
・
・
・
西
国
俗
ニ
土
中
ニ
テ
芽
ヲ
生
シ
タ
ル
ヲ
ホ
リ

取
テ
ウ
ド
ゝ
イ
ヒ
苗
生
シ
テ
数
寸
ナ
ル
ヲ
。
ト
セ
ン
ト
云
土
前
ノ

ヤ
﹅

義
ナ
リ
稍
長
シ
テ
少
シ
枝
葉
ア
ル
ヲ
鹿
好
ン
テ
食
ス
故
ニ
名
ツ
ケ

テ
シ
カ
ト
云
。
・
・
・
（
巻
五
・
二
六
ウ
）



前
田：

向
井
元
升
著
『
庖
厨
備
用
和
名
本
草
』
中
の
方
言
リ
ス
ト

七

（
物
類
）
う
ど
○
西
国
に
て
◦
し
か
と
い
ふ

西
国
に
て
は
土
中
に

有
を
◦
独
活
と
い
ひ

二
三
寸
地
上
に
生
じ
た
る
を
◦
う

ど
と
い
ふ

（
巻
三
･
五
ウ
）

（
現
代
）
福
岡
、
佐
賀
、
大
分
、
宮
崎

【
シ
シ
カ
イ
】「
ク
ワ
イ
カ
ウ
／
魁
蛤
／
ア
カ
ヽ
イ
」

・
・
○
元
升
曰
今
俗

皆
ア
カ
ヽ
ヒ
ト
云
キ
サ
ト
云
フ
名
ヲ
シ
ル
モ
ノ
ナ
シ
是
レ
物
ノ
名

ク
リ

ノ
古
今
カ
ハ
リ
タ
ル
ユ
ヘ
ナ
リ
・
・
・
ア
カ
ヾ
ヒ
ノ
栗
ノ
大
キ
サ

カ
ラ

ホ
ド
ナ
ル
。
殻
ア
ツ
ク
。
イ
ラ
カ
タ
カ
キ
ヲ
ハ
関
東
ニ
テ
ハ
サ
ル

ボ
ウ
ト
云
フ
西
国
ニ
テ
ハ
シ
ヽ
カ
ヒ
ト
イ
フ
（
巻
九
・
一
九
オ
）

（
現
代
）
掲
載
な
し

『
筑
紫
方
言
』
に
あ
り

【
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
】「
ヨ
ク
イ
ニ
ン
／
薏
苡
仁
」）
・
・
・
○
元
升
曰
西
国
ニ
テ

ジ
ュ
ズ
ダ
マ
ト
云
俗
ニ
是
ヲ
ス
ヽ
タ
マ
ト
イ
ヘ
リ
（
巻
二
・
一
二

オ
）

（
現
代
）
静
岡
、
島
根
、
山
口

【
シ
ラ
モ
】「
リ
ウ
シ
ユ
サ
イ
／
龍
鬚
菜
／
シ
ラ
モ
」

○
元
升
曰
此
註
ヲ
ミ

レ
ハ
西
国
俗
ニ
云
シ
ラ
モ
也
（
巻
四
・
三
一
オ
）

（
現
代
）
共
通
語

＊
本
草
和
名
〔
９
１
８
頃
〕「
石
一
名
海
蓴
、
和
名
古
毛
」

＊
名
語
記
〔
１
２
７
５
〕
五
「
海
草
に
こ
も
、
如
何
。
こ
も

は
石
也
。
海
蓴
と
も
か
け
る
歟
」

【
ス
ミ
ラ
】「
キ
ン
サ
イ
／
菫
菜
」
西
国
民
間
ニ
食
ス
ル
ハ
ス
ミ
レ
ニ
ハ
ア
ラ

ス
ス
ミ
ラ
ト
云
ト
イ
ヘ
ト
モ
ス
ミ
レ
ス
ミ
ラ
同
シ
カ
ル
ベ
シ
（
巻

三
・
一
九
オ
）

（
現
代
）
宮
崎
、
鹿
児
島
、
長
崎

（
４
）

【
タ
イ
ト
ウ
】「
セ
ン
／
（
禾
＋
山

米
）
／
タ
イ
タ
ウ
ゴ
メ
」

○
元
升
曰

チ
ュ
ウ

此
註
ヲ
ミ
レ
ハ
禾
＋
山

米
ハ
西
国
ニ
多
キ
タ
イ
タ
ウ
ナ
ル
ヘ

シ
（
巻
二
・
四
オ
）

（
現
代
）
方
言
記
載
な
し

大
唐
米
か
。

＊
和
玉
篇
〔
１
５
Ｃ
後
〕「
ア
キ
ゴ
メ
タ
イ
タ
ウ
コ
メ
」
＊

日
葡
辞
書
〔
１
６
０
３
〜
０
４
〕「Taitogom

e

（
タ
イ

タ
ウ
ゴ
メ
）。
す
な
わ
ち
、
タ
ウ
ボ
シ
」
重
訂
本
草
綱

目
啓
蒙
〔
１
８
４
７
〕
一
八
・
穀
「
禾
＋
山

た
い
と
う

ご
め
と
う
ぼ
し
筑
前
、
と
う
ぼ
う
し
加
州
糯
名
」

【
タ
カ
ナ
】「
ス
ウ
／
シ
ヨ
ウ
サ
イ
／
菘
菜
／
タ
カ
ナ
」

○
元
升
曰
西
国
ニ

タ
カ
ナ
此
説
ニ
似
タ
リ
（
巻
三
・
一
〇
オ
）

（
現
代
）
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
東
京
、
島
根
、
鹿
児
島

【
タ
チ
ワ
キ
】「
タ
ウ
ツ
／
刀
豆
／
ナ
タ
マ
メ
／
タ
テ
ワ
キ
」
和
名
抄
ニ
刀
豆

ナ
シ
多
識
篇
ニ
ナ
タ
マ
メ
○
元
升
曰
西
国
民
間
ニ
タ
テ
ワ
キ
ト
云

（
巻
二
・
二
九
オ
）

（
物
類
）
な
た
ま
め
○
九
州
及
四
国
に
て
◦
た
ち
は
き
と
い
ふ
（
巻

三
・
四
ウ
）

（
現
代
）
タ
テ
ワ
キ
・
・
・
徳
島
、
高
知

タ
チ
ワ
キ
・
・
・
徳
島
、
高
知
、
福
岡
、
大
分
、
宮
崎
、



長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
八
十
六
号
（
二
〇
二
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）

八

鹿
児
島

【
タ
ミ
ナ
】「
ク
ハ
ラ
／
蝸
螺
／
タ
ミ
ナ
」
・
・
○
元
升
曰
ニ
シ
ハ
大
小
ヒ
ト

シ
カ
ラ
ズ
ト
イ
ヘ
ト
モ
皆
ナ
海
中
ニ
ア
ル
螺
也
・
・
・
○
元
升
曰

西
国
俗
ニ
タ
ミ
ナ
ト
云
ア
リ
此
ノ
類
ナ
ル
ヘ
シ
（
巻
九
・
二
五

オ
）

（
現
代
）
長
崎
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島

ヨ
ウ

【
チ
ヌ
】

「
ヨ
ウ
ギ
ヨ
／

魚
／
チ
ヌ
」

・
・
元
升
曰

魚
ハ
形
ヒ
ラ
メ

ニ
頭
大
ニ
色
黒
シ
西
国
ノ
俗
ニ
チ
ヌ
ト
云
魚
ナ
ル
ヘ
シ
（
巻
八
・

二
ウ
）

（
現
代
）
静
岡
、
三
重
、
大
阪
、
兵
庫
、
和
歌
山
、
島
根
、
岡
山
、

徳
島
、
香
川
、
高
知
、
愛
媛
、

【
ナ
バ
】

「
カ
ウ
シ
ン
／
香
蕈
／
ク
サ
ヒ
ラ
」

倭
名
抄
ニ
香
蕈
ナ
シ
多
識

篇

今
案
ニ
タ
ケ
又
云
ク
サ
ヒ
ラ
○
元
升
曰
西
国
俗
ニ
云
ナ
ハ
又

キ
ノ
コ
又
云
タ
ケ
・
・
・
（
巻
五
･
四
ウ
）

（
物
類
）
た
け

き
の
こ

○
中
国
九
州
に
て
◦
な
ば
と
い
ふ

（
巻
三
・
二
一
オ
）

（
現
代
）
兵
庫
、
島
根
、
岡
山
、
広
島
、
山
口
、
愛
媛
、
高
知
、
福

岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
大
分
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
沖
縄

【
ナ
ワ
サ
バ
】
ナ
ハ
サ
ハ
「
チ
ク
キ
ヨ
／
竹
魚
／
ナ
ハ
サ
ハ
」

○
元
升
曰
此

シ
ホ
ビ
キ

註
ノ
如
ク
ナ
ラ
ハ
西
国
俗
ニ
云
ナ
ハ
サ
ハ
ナ
ル
ヘ
シ
鹽
引
ニ
シ
テ

ヨ
シ
（
巻
八
・
四
オ
）

＊
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
「
竹
魚
」
は
サ
ヨ
リ
。
ナ
ワ
サ

バ
は
イ
ル
カ
の
こ
と
。
こ
こ
で
の
意
味
は
未
詳
。

【
ナ
ン
バ
ン
ゴ
シ
ョ
ウ
】「
番
椒
」

○
元
升
曰
番
椒
ハ
西
国
俗
ニ
云
フ
ナ
ン

バ
ン
ゴ
セ
ウ
ナ
ル
ベ
シ

（
巻
一
二
・
二
〇
ウ
）

＊
唐
辛
子
の
こ
と
。
和
漢
三
才
図
会
に
あ
り

【
ハ
シ
ョ
ウ
マ
メ
】「
ヘ
ン
ツ
／

豆
／
ア
チ
マ
メ
／
ハ
シ
ヤ
ウ
マ
メ
」
和
名

鈔
ニ
ア
チ
マ
メ
多
識
篇
同
シ
又
云
ヒ
ラ
マ
メ
○
元
升
曰
西
国
俗
ニ

ハ
シ
ヤ
ウ
マ
メ

ハ
シ
ヤ
ウ
マ
メ
ト
云
八
升
豆
ト
書
リ
・
・
・
又
破
薔
豆
ト
カ
ケ
リ

（
巻
二
・
二
六
ウ
）

＊
肥
前
（
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
）

【
フ
タ
ナ
リ
】
紅
豆

「
リ
ヨ
ク
ツ
／
緑
豆
／
フ
ン
ト
ウ
／
フ
タ
ナ
リ
」
和
名

抄
ニ
緑
豆
ナ
シ
又
赤
小
豆
條
下
ニ
緑
小
豆
ト
イ
ヘ
ル
ハ
此
ノ
緑
豆

ナ
ル
ヘ
シ
多
識
篇
今
案
ニ
フ
ン
ト
ウ
○
元
升
曰
関
東
ニ
テ
ハ
ヤ
ヘ

ミ
ヤ
コ

ナ
リ
ト
云
京
師
ニ
テ
フ
ン
ト
ウ
ト
云
西
国
ニ
テ
ハ
フ
タ
ナ
リ
ト
云

（
巻
二
・
二
二
オ
）

（
物
類
）さ
さ
げ
・
・
・
西
国
に
て
は
◦
ふ
た
な
り
と
い
ふ（
巻
三
・

二
オ
）

（
現
代
）
長
崎
、
熊
本

【
フ
ツ
】

「
ハ
ク
カ
ウ
／
白
蒿
／
ホ
ウ
コ
グ
サ
」

○
元
升
曰
俗
ニ
モ
チ
ヨ

モ
キ
ト
云
又
モ
チ
フ
ツ
ト
云
凡
ソ
ヨ
モ
キ
ヲ
西
国
民
間
ニ
ハ
皆
フ

ミ
ヤ
コ

ツ
ト
云
京
師
ノ
人
ハ
モ
チ
フ
ツ
ヲ
。
ホ
ウ
コ
グ
サ
ト
云
（
巻
五
・



前
田：

向
井
元
升
著
『
庖
厨
備
用
和
名
本
草
』
中
の
方
言
リ
ス
ト

九

一
四
オ
）

（
現
代
）
山
口
、
香
川
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
、
宮

崎
、
鹿
児
島

【
ホ
ウ
ジ
ョ
ウ
】「
カ
イ
ジ
ヤ
ウ
／
海

／
ハ
ウ
ジ
ヤ
ウ
」

○
元
升
曰
西
国

俗
ニ
ホ
ウ
ジ
ヤ
ウ
ト
云
ア
リ
（
巻
九
・
二
五
ウ
）

（
現
代
）
掲
載
な
し

【
ボ
ウ
ブ
ラ
】「
ナ
ン
ク
ワ
／
南
瓜
／
ボ
ウ
ブ
ラ
」
和
名
抄
ニ
南
瓜
ナ
シ
多
識

篇
ニ
ナ
ン
バ
ン
ウ
リ
○
元
升
曰
西
国
俗
ニ
ホ
ウ
フ
ラ
ト
云
（
巻

四
・
二
二
オ
）

（
物
類
）
ぼ
う
ぶ
ら
○
西
国
に
て
◦
ぼ
う
ふ
ら
・
・
・
（
巻
三
・
六

オ
）

（
現
代
）
富
山
、
石
川
、
三
重
、
香
川
、
高
知
、
長
崎
、
大
分
、
熊

本
、
宮
崎
、
鹿
児
島

【
マ
イ
チ
ゴ
】「
フ
ク
ボ
ン
シ
／
覆
盆
子
／
マ
イ
チ
ゴ
」

○
元
升
曰
右
ノ
説

ヲ
ミ
レ
ハ
蓬

ハ
ア
シ
ク
タ
チ
覆
盆
子
ハ
マ
イ
チ
コ

ハ
ク
サ
イ

チ
コ
、
懸
釣
子
ハ
木
イ
チ
コ
蛇
苺
ハ
ク
チ
ナ
ワ
イ
チ
ゴ
此
五
種
ノ

和
名
ヲ
西
国
俗
ニ
イ
ヘ
リ
（
巻
七
・
一
三
オ
）

（
現
代
）
長
野
県

【
ミ
ミ
ナ
バ
】「
モ
ク
ジ
／
木
耳
／
ミ
ミ
ナ
バ
」○
元
升
曰
西
国
ノ
鄙
俗
ニ
ミ
ヽ

ナ
ハ
ト
イ
ヒ
キ
ク
ラ
ケ
ト
云
（
巻
五
・
三
ウ
）

（
現
代
）
山
口
、
福
岡
、
長
崎
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島

【
ミ
ズ
イ
カ
】「
ジ
ウ
キ
ヨ
／
柔
魚
／
ミ
ツ
イ
カ
」
○
元
升
曰
此
説
ヲ
ミ
レ
バ

西
国
俗
ニ
ミ
ヅ
イ
カ
ト
云
是
也
此
イ
カ
骨
ナ
シ
ト
イ
ヘ
共
紙
ノ
如

ク
ニ
ウ
ス
キ
甲
ア
リ
。
・
・
・
（
巻
八
・
三
四
ウ
）

（
現
代
）
語
形
と
し
て
、
島
根
県
浜
田
市
、
香
川
、
九
州

【
ユ
ス
ラ
】「
エ
イ
タ
ウ
／
櫻
桃
／
ニ
ワ
サ
ク
ラ
」
…
元
升
曰
西
国
ノ
民
間
ニ

或
ハ
ユ
ス
ラ
ト
モ
イ
ヘ
リ
（
巻
六
・
二
五
ウ
）

（
現
代
）
愛
知
、
京
都
、
山
口
、
徳
島
、
香
川

【
ロ
ク
カ
ク
サ
イ
】「
ロ
ク
カ
ク
サ
イ
／
鹿
角
菜
／
ツ
ノ
マ
タ
」
和
名
抄
ニ
ツ

ノ
マ
タ
多
識
篇
同
或
云
ヒ
シ
キ
考
本
草
東
南
海
中
石
崖
ノ
間
ニ
生

テ
ツ
セ
ン

ス
長
サ
三
四
寸
大
サ
鐡
線
（
左
訓
…
ク
ロ
カ
ネ
ノ
イ
ト
ス
ヂ
）
ノタイ

如
シ
・
・
・
○
元
升
曰
西
国
ニ
ロ
ク
カ
ク
サ
イ
ト
云
ア
リ
元
ハ
大

ミ
ン
シ
ョ
ウ
カ
ク

ア
マ
ク
サ

明
商
客
（
左
訓
…
ア
キ
ン
ト
）
ノ
持
来
タ
ル
近
キ
比
ヨ
リ
天
草

シ
カ

邊
ノ
海
中
ニ
出
ル
ト
イ
ヘ
リ
其
ナ
リ
ア
ヒ
鹿
ノ
角
ノ
如
シ
・
・
・

（
巻
四
・
三
〇
オ
）

（
現
代
）
共
通
語

「
西
国
」
と
記
し
た
語
は
三
十
五
語
見
ら
れ
、
方
言
形
の
注
記
と
し
て
は
最

も
多
か
っ
た
。
お
お
む
ね
現
代
で
も
西
日
本
に
分
布
す
る
方
言
で
あ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
ア
ザ
ミ
、
タ
カ
ナ
の
よ
う
に
、
現
代
で
は
東
日
本
に
広

が
る
方
言
も
見
ら
れ
た
。
フ
ツ
、
ボ
ウ
ブ
ラ
、
ミ
ミ
ナ
バ
は
特
徴
的
な
九
州
方

言
で
あ
る
。
葡
萄
牙
語abobra

に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
る
ボ
ウ
ブ
ラ
が
現
代

で
は
富
山
県
、
石
川
県
で
方
言
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
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一
〇

〈
特
に
方
言
注
記
は
無
い
が
、
物
類
称
呼
で
指
摘
の
あ
る
も
の
〉

【
グ
チ
】「
カ
ウ
キ
ヨ
／
鮫
魚
」
・
・
・
〇
元
升
曰
海
辺
ノ
漁
人
ノ
云
フ
カ
ノ

子
ハ
生
ル
時
母
ノ
口
ヨ
リ
出
テ
母
ニ
随
テ
行
驚
ク
時
ハ
又
口
ヨ
リ

腹
ニ
入
ル
ツ
ネ
ニ
母
ノ
腹
中
ニ
出
入
ス
ト
イ
ヘ
リ
鮫
魚
ハ
フ
カ
ノ

一
類
カ
フ
カ
ノ
背
ニ
珠
ア
ル
モ
ア
リ
珠
モ
亦
多
カ
ラ
ス
（
巻
八
・

三
一
ウ
）

（
物
類
）い
し
も
ち
・
・
・
西
国
及
四
国
に
て
◦
ぐ
ち
と
云（
巻
二
・

二
〇
オ
）

（
現
代
）
新
潟
、
静
岡
、
大
阪
、
兵
庫
、
和
歌
山
、
島
根
、
山
口
、

香
川
、
愛
媛
、
高
知
、
福
岡
、
熊
本
、
鹿
児
島

【
ゴ
ウ
リ
】

「
ワ
ウ
ク
ワ
／
王
瓜
／
ゴ
ウ
リ
／
カ
ラ
ス
ウ
リ
」
和
名
抄

多
識
篇
ニ
王
瓜
ナ
シ
・
・
・
○
元
升
曰
此
ノ
註
ヲ
ミ
レ
バ
ゴ
ウ
リ

ナ
ル
ヘ
シ
カ
ラ
ス
ウ
リ
ト
モ
云
フ
（
巻
四
･
二
六
オ
）

（
物
類
）
か
ら
す
瓜
・
・
・
肥
前
に
て
◦
ご
う
り
と
い
ふ
（
巻
三
・

七
ウ
）

（
現
代
）
福
岡
、
熊
本
、
大
分
、
鹿
児
島

【
ナ
ツ
マ
メ
】
蚕
豆

「
サ
ン
ツ
／
蠶
豆
／
ソ
ラ
マ
メ
／
ナ
ツ
マ
メ
」

和

サ
ン
ト
ウ

名
抄
ニ
蠶
豆
ナ
シ

多
識
篇
ニ
ソ
ラ
マ
メ
○
元
升
俗
ニ
ハ
ナ
ツ
マ

メ
ト
云
（
巻
二
・
二
五
オ
）

（
物
類
）
そ
ら
ま
め
○
東
国
に
て
◦
そ
ら
ま
め
と
い
ふ

西
国
に
て

◦
た
う
ま
め

出
雲
に
て
◦
な
つ
ま
め
（
巻
三
･
四
ウ
）

（
現
代
）
山
梨
、
静
岡
、
愛
知
、
兵
庫
、
三
重
、
奈
良
、
和
歌
山
、

岡
山
、
広
島
、
徳
島
、
愛
媛
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
大
分
、

熊
本
、
宮
崎

フ
ク
タ
ウ

ミ

ソ
ム

【
フ
ク
ト
ウ
】
○
河
豚
魚
ハ
調
味
修
治
ノ
法
ニ
背
キ
タ
ル
ハ
食
ス
ベ
カ
ラ
ズ

（
巻
一
・
一
七
ウ
）

（
物
類
）
ふ
ぐ
○
京
江
戸
と
も
に
◦
ふ
ぐ
と
よ
ぶ

西
国
及
び
四
国

に
て
◦
ふ
く
と
う
と
云
（
巻
二
・
一
四
ウ
）

（
現
代
）
和
歌
山
、
長
崎
、
熊
本

【
メ
ハ
リ
グ
サ
】「
ハ
ク
カ
／
薄
荷
」
・
・
・
元
升
曰
薄
荷
ハ
其
香
龍
脳
ノ
如

シ
故
ニ
西
国
俗
ニ
ハ
龍
脳
草
ト
云
（
巻
五
・
二
九
ウ
）

（
物
類
）
は
つ
か

和
名
め
く
さ
○
西
国
に
て
◦
め
は
り
ぐ
さ
と
い

ふ
（
巻
三
・
一
〇
ウ
）

（
現
代
）
長
野

以
上
の
五
語
は
、
元
升
は
方
言
と
述
べ
て
い
な
い
が
、『
物
類
称
呼
』
で
は

方
言
の
記
述
が
あ
る
語
で
あ
る
。
ゴ
ウ
リ
も
特
徴
的
な
九
州
方
言
と
し
て
室
町

末
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
版
で
あ
る
『
日
葡
辞
書
』
に
す
で
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
元
升
は
方
言
と
い
う
認
識
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

あ
ま
り
に
身
近
で
地
元
の
人
に
は
気
付
か
れ
に
く
い
例
で
あ
ろ
う
。

〈
外
国
語
由
来
の
名
称
を
示
し
た
も
の
〉

【
ア
メ
ン
ト
ウ
】「
ハ
タ
ン
キ
ヤ
ウ
／
巴
旦
杏
／
ア
メ
ン
タ
ウ
」

○
元
升
ノ

曰
此
註
ヲ
ミ
レ
ハ
今
ヲ
ラ
ン
タ
ヨ
リ
来
ル
ア
メ
ン
ト
ウ
ナ
ル
ヘ

シ
・
・
・
（
巻
六
・
三
オ
）

（
古
賀
）
葡
萄
牙
語
・
・
・
ア
メ
ン
ド
ウ

am
endoa

巴
且
杏
〔
紅
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向
井
元
升
著
『
庖
厨
備
用
和
名
本
草
』
中
の
方
言
リ
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ト

一
一

毛
談
〕。
孟
桃
〔
蘭
説
辨
惑
〕。
蘭
語

am
andel

【
カ
ル
メ
イ
ル
】「
セ
キ
ミ
ツ
／
石
蜜
／
コ
ホ
リ
サ
タ
フ
」

○
元
升
曰
長

崎
ニ
テ
唐
人
船
神
ヲ
マ
ツ
リ
ア
ル
ヒ
ハ
賓
客
大
饗
ス
ル
ト
キ
ハ
饗

糖
ヲ
ツ
ク
ル
・
・
・
番
名
カ
ル
メ
イ
ル
ト
云

（
巻
七
・
二
八

ウ
）

（
古
賀
２
）カ
ル
メ
イ
ラ

カ
ル
メ
イ
ル
。
カ
ル
メ
ル
。

Caram
el

〔
ス
〕caram

elo

（car-am
-el`-o

）

加
留
女
以
良
（『
倭

漢
三
才
図
会
』）
軽
命
蘿
。
浮
石
糖
。
南
蛮
菓
子
の
一
。
カ

ル
メ
イ
ラ
は
、
葡
語caram

elo

に
あ
た
る
。
・
・
・

【
ハ
ス
テ
ラ
】「
コ
ン
ト
ン
／

飩
」
・
・
○
元
升
曰
南
蛮
ニ
ハ
ス
テ
ラ
ト
云

モ
ノ
ア
リ
・
・
・

飩
ニ
似
タ
リ
（
巻
七
・
二
六
オ
）

（
現
代
）
掲
載
な
し

【
フ
ス
タ
シ
ュ
ー
】「
ア
ゲ
ツ
コ
ン
シ
／
阿
月
渾
子
／
フ
ス
タ
シ
ウ
」
和
名
鈔

ニ
阿
月
渾
子
ナ
シ
多
識
篇
ニ
ナ
ン
ハ
ン
ハ
ジ
カ
ミ
・
・
・

○
元

升
曰
ヲ
ラ
ン
タ
ヨ
リ
来
ル
フ
ス
タ
シ
ウ
ハ
是
ナ
ラ
ン
カ
（
巻
六
・

三
八
ウ
）

＊
阿
月
渾
子
は
、
ピ
ス
タ
チ
オ
の
種
子
の
こ
と
。
フ
ス
タ
シ
ウ
は
オ

ラ
ン
ダ
語
のpistache

か
。

【
マ
ル
メ
ル
】「
ヲ
ン
ボ
ツ
／
榲
桲
／
マ
ル
メ
ル
」

○
元
升
曰
是
南
蛮
ニ
云

マ
ル
メ
ル
ナ
ル
コ
ト
ウ
タ
カ
ヒ
ナ
シ
（
巻
六
・
一
四
オ
）

（
古
賀
）
葡
萄
牙
語
・
・
・
マ
ル
メ
ロ

榲
桲
。

m
arm

elo

マ
ル
メ
ル
。
ア
ル
メ
ロ
。
マ
ル
メ
イ
ラ
。
大
和
本
草
、
本
朝

世
事
綺
談
、
倭
訓
栞
参
照
。

《
注
》

以
下
に
、
本
文
中
で
便
宜
的
表
記
を
し
た
文
字
の
画
像
を
掲
載
す
る
。

《
参
照
文
献
》

『
庖
厨
備
用
倭
名
本
草
』
全
一
二
巻
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵

な
お
、
博
物
館
所
蔵
の
古
典
籍
は
巻
一
三
を
欠
く
た
め
、
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
で
補
っ
た
。

若
木
太
一（
二
〇
〇
一
）「
向
井
元
升
著
述
考
―
東
西
文
化
の
接
触
―
」、雅
俗
、

雅
俗
の
会
編

近
世
方
言
辞
書
集
成

第
３
巻
『
物
類
称
呼
』（
一
九
九
八
）
大
空
社

古
賀
十
二
郎
（
一
九
二
四
）『
長
崎
市
史

風
俗
編
』

古
賀
十
二
郎
（
二
〇
〇
〇
）『
古
賀
十
二
郎

外
来
語
集
覧
』
長
崎
文
献
社

『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』（
二
〇
〇
〇
）
小
学
館



長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
八
十
六
号
（
二
〇
二
〇
）

一
二



前
田：

向
井
元
升
著
『
庖
厨
備
用
和
名
本
草
』
中
の
方
言
リ
ス
ト

一
三



長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
八
十
六
号
（
二
〇
二
〇
）

一
四


